
款 5 項 1 目 2 事業 6

係名

3

62 年度 分野
政策
番号

施策
番号

事業
コード

(1)

(2)

(1)

(2)

① 人

② 部

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.20 0.00 0.10 0.10 0.10 0.10 0.20 0.00 0.20 0.00 0.00 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

5

1,784

557

算定式・指標
の説明等

0

特記事項

0

84.322年度予算執行率％

0

成果指標名（2)

27.7

23年度
計画

50.6

0.00

事
務
事
業
の
概
要

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○みどり豊かな杉並のまちを歩くことにより、見慣れた風景か
ら新しいまちの魅力を再発見し、まちに親しみを持つ人を増
やします。

知る区ロードホームページアクセス数

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

（代）知る区ロード資料請求数÷ホームページ
閲覧数

4,771 5,000

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○知る区ロードのパンフレット、探検地図の作成及びホーム
ページの開設により情報提供を行う。
○知る区ロードのルート上にある道標や休憩所（オアシス）の
維持管理を行う。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

単位
20年度

区分

5,000

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

上位施策No・施策名 住民参加のまちづくり

対象

3363

根拠
法令
等

既定事業

計画
（目標値）

843

0

1,039

0

0

実績

0

2,627

0

事業費 757

職員数 (常勤｜非常勤)

1,458

257

357

291

279

0

888

指
標 成果指標（1）

0

2,528

0.28

活動指標（1） 3,078

0

0

0

0

1,784

05

0

0

0

平成23年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

景観係
昨年度

整理番号

事務事業名

都市整備部まちづくり推進課担当部課名

知る区ロード 377

371

成果指標（2）

0.18

活動指標（2）

1.00

予算事業区分

区民等

21年度

実績実績 計画

22年度 計画（目標値）に
対する22年度の

達成率　％

杉並区まちづくり基本方針

1.00

1,130

120

0.16

888

1,000

120

2,627

0.00.0

2,784

0 0 0

0

総事業費⑤+⑨+⑩ 2,297 2,784

459

0

人
件
費

2,567

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

0.0

0

0

0 0

00

0 0

0

0

279

0

（内）投資的経費等

受益者負担分

（内）委託費

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

その他の
補助金等

0.0 0.0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

1,810

（内）非常勤
職員分

0

0

平成20年度以降、知る区ロード
のイベント、すぎ丸マガジンの
発行を休止し、情報提供と施
設維持管理を主とした事業に
転換しました。
「区民参加のまちづくり」として
は区民と協働運営している知る
区ロードホームページの運営
のみとなっており事業目的と事
業実態にずれが生じてきました
ので、23年度は知る区ロード事
業を景観まちづくりに統合し、
景観まちづくりの一環として事
業を実施することとしました。

0

0

484

受益者負担比率⑬÷⑪

差引：一般
財源⑪-⑰

01,458

474

0

0

0
都からの
補助金等

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯ 0

2,297

財
源

2,567

0

実施計画事業 行革計画事業 主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

昭和



単位

箇所

部

箇所

）

しるくろーど

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

イベント主導型の事業として「住民参加のまちづくり」を目的として展開してきた知る区ロード事業ですが、参加者の減尐に伴
い、平成20年度以降、「知る区ロードの日」イベント、「すぎ丸マガジン」の発行を休止し、情報提供を主とした事業に転換しま
した。今後は、事業目的を景観まちづくりに修正し、景観の視点からまちを知ってもらうきっかけづくりの事業として展開してい
きます。現在も知る区ロードの問合わせは時々あり、知る区ロードを何度も歩いているという区民から、道標設置位置の改善要
望なども寄せられ、今なお知名度と区民の関心の高い事業といえます。23年度は知る区ロード事業を景観まちづくり事業に統
合し、健康志向からまち歩きに関心のある区民を取り込みつつ景観まちづくりの一環として事業展開をしてまいります。

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測
ウォーキングコースとして歩いている区民から、歩きのガイドとして非常に貴重でしたとご意見をいただ
いております。道標を目印に歩いていけるので、今後もこうしたまち歩きのコースとしてまちを知るきっか
けとして活用が期待できます。

知る区ロードパンフレット印刷

知る区ロードは、自分たちの「まち」を歩いて知ってもらう道具です。道標や休憩所を配置してあり、小さ
い子どもから高齢者まで誰でも参加できるので、健康志向でウォーキングされる区民からの評価もいた
だいています。今後の課題は一昨年に発行し好評を得た景観ある区マップとも連携しながら知る区
ロードをＰＲし、景観まちづくり事業として歩いて杉並のまちを知ってもらうきっかけづくりとして継続して
いきます。

20年度以降、知る区ロードイベントの実施が休止になり、毎年楽しみにしている子どもや家族から、残
念だという声があります。
また、ホームページなどで知る区ロードを知った人から過去のすぎまるマガジンやイベントについての
問合せがあります。

(3)協働等の形態

(2)協働等の相手

420

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

347

39

（2）事業実績

事業当初の知る区ロードイベントは約1万人の参加者がありましたが、近年は減尐傾向となっていまし
た。19年度の20周年記念イベントでは、前年度に比べ２００人ほど参加者が増えましたが、知る区ロー
ドの日イベント自体は20周年をひとつの区切りとし、休止としました。このため、すぎまるマガジンの発行
も同時に休止としています。

1

377

知る区ロードパンフレットの情報の更新を行い、パンフレットを増刷しました。また、すぎまるサポーター
等区民と協働し、知る区ロードのホームページで情報提供を行いました。地図がなくても知る区ロード
を歩くことができる道標や休憩所としてのオアシスの維持管理も行っています。景観週間など、景観ま
ちづくりイベント開催時には探検地図やパンフレットを配布しました。

37

（1）主な取組み

評価と課題

はなのオアシス香楽器修理

5,000

みみのオアシスほか塗装

平成23年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

その他（

規模

(4)協働等の今後のあり方

オアシスのアロマオイル補充など維持管理　ほか

協
働
等
点
検

（1）協働等は実現しているか

32
2
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

事業開始当初から
現在までの変化

事業費（千円）

十分に実現している ＮＰＯ・ボランティア・市民活動団体（(3)へ）

協働［実行委員会・協議会］ 推進

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 5 項 1 目 2 事業 7

係名

3

12 年度 分野 1
政策
番号

1
施策
番号

1
事業
コード 4、5

(1)

(2)

(1)

(2)

① 団体

② 件

③ 団体

④ 件

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 2.49 0.00 2.50 0.00 2.54 0.00 2.40 1.00 2.52 1.00 2.40 1.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

差引：一般
財源⑪-⑰

27,840

0.0 0.0 0.0

75.0

2,950

30,694 28,795

2,950

3,4826,336

2,065 活動助成団体数及びコンサル
タント派遣件数ともに目標値に
とどいていないため、予算執行
率も低くなっています。

21,408

25,402

財
源

0

国からの
補助金等

0

その他の
補助金等

都からの
補助金等

0

2,275,333

0

22,535 22,198

0

0

00

30,551

0

27,840

0

0

2,141,538

0
特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯ 0

30,55127,304

受益者負担比率⑬÷⑪ 0.0 0.0

（内）非常勤
職員分

1,222,040

受益者負担分

0

0

30,694

3,175,250

0

0

0

0.0

0

28,795

0

0

0

0 0

27,304

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

0

0

0

585

8

22,553

4

00

0

予算事業区分

区内で自主的なまちづくり活動を行っている団体等

実績

上位施策No・施策名

事
務
事
業
の
概
要

事業開始

算定式・指標
の説明等

実績

活動助成団体数

活動指標名（式）

6 3

3 4

実績 計画

16

25

6

計画
（目標値）

成果指標（2） 2

12

活動指標（2） 2

21年度 計画（目標値）に
対する22年度の

達成率　％

杉並区まちづくり条例

平成23年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係
昨年度

整理番号

事務事業名

都市整備部まちづくり推進課担当部課名

まちづくり施策の推進 378

372

9

0

22,478

830609

13

3

0

活動指標（1） 8

0

25

8,353

2,147

（内）投資的経費等

（内）委託費

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

0

指
標 成果指標（1）

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0

0

事業費 4,769

職員数 (常勤｜非常勤)

25,402

0

2,739

2,849

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

住民参加のまちづくり

対象

杉並区まちづくり助成要綱

3362

根拠
法令
等

既定事業

12 16

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○まちづくり助成金の交付
　まちづくり団体や認定されたまちづくり協議会の活動経費
の一部助成
○コンサルタント派遣
　まちづくりの専門家の派遣
○まちづくり景観審議会の運営
　まちづくり景観審議会の開催及びまちづくり景観審議会条
例第２条第１項に定められている事項の審議

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

助成金を支払ったまちづくり団体や協議会の数

単位
20年度

区分

算定式・指標
の説明等

（代）活動助成団体数

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○まちづくりの機運を高め、地域住民の交流及び生活環境
の向上を図るため、地域の住民主体によるまちづくりルール
の作成など積極的にまちづくり制度を活用できる団体の育成

13

4

コンサルタント派遣件数

（代）コンサルタント派遣件数

23年度
計画

56.3

75.0

22年度

コンサルタントの派遣を受けた団体の数

成果指標名（2)

53.1

4

22年度予算執行率％

0

1,918,375

3,367

3,199,444

特記事項

2,950

3

9

21,408

56.3

実施計画事業 行革計画事業 主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

団体

団体

団体

回

）

特
記
事
項

378

2
2
年
度
の
事
業
実
施
状
況

平成23年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

協
働
等
点
検

（1）協働等は実現しているか

その他（

　まちづくり助成団体数７団体、コンサルタント派遣数３団体と前年とほぼ同規模で推移しています。
　協議会認定については、テーマ型まちづくり協議会の認定を１件行い、助成を行ったほか、市街地整
備型まちづくり協議会も１件助成を行い、協議会への助成実績が２件でした。
　まちづくり景観審議会は、本会議１回、土地利用専門部会１回、景観専門部会８回開催しました。

1,554

10 760

（1）主な取組み

(4)協働等の今後のあり方

講師謝礼ほか

規模

まちづくりコンサルタントの派遣

2

まちづくり活動団体助成 7

内　　　容 事業費（千円）

まちづくり景観審議会の運営

まちづくり協議会運営費助成

　平成２１年度にまちづくり助成要綱を制定し、まちづくり活動の初期段階からまちづくり協議会にいた
るまで、区民の活動状態に応じた支援ができる仕組みを構築し運用していますが、まだ、制度の周知
が十分ではなく、活発な運用がなされているとはいえません。
　今後は、十分な区民周知を行い支援団体の拡大を図っていくとともに、活動初期段階の取組みにつ
いて、柔軟な支援ができるように運用の工夫を検討していきます。

　まちづくり活動の初期から段階的に助成を受けることができるので、身近な問題を少人数で取り組む
ことができています。今後は、助成を受けている団体がレベルアップを図り、協議会の認定を目指して
いくと思われます。

(3)協働等の形態

(2)協働等の相手

評価と課題

事
業
環
境
の
変
化

359

今後の予測
　区民のまちづくり活動が多様化することにより、今後のまちづくり団体や協議会の認定基準、支援方
法を精査していく必要が生じるものと思われます。

330

整理番号

364

（2）事業実績

　　活動助成団体数は、平成21年度に制度改正を行い、同一団体に対する助成回数の制限を設けた
ため、事業開始当初に比べ、助成団体数が減少しています。
　コンサルタント派遣団体数は、事業開始当初と同規模に推移しています。

3

事業開始当初から
現在までの変化

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

　現在は、まちづくり支援の一環として、団体の活動形態に応じた活動費の助成を行っていますが、今後は、住民の主体的な
まちづくりを支援するために、新たな支援策の検討が必要です。
　特に、行政と区民の橋渡しやまちづくり団体のネットワークの構築など、住民参加による主体的なまちづくりを推進するため
の施策が求められています。

一部実現している ＮＰＯ・ボランティア・市民活動団体（(3)へ）

協働［補助・助成］ 推進

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更


	377 知る区ロード【最終】
	378 まちづくり施策の推進【最終】

